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説明・考察

5.死亡退院患者率

[指標の意義]
救急来院時の死亡患者を除く、すべての退院患者のうち、死亡退院となった患者の
割合を表しています。
おおむね水準値を下回っていますが、それぞれの医療施設の特徴、入院患者の特性
（年齢、病気の種類、重症度など）が異なるため、この指標から直接医療の質を比
較することは適切ではありません。

分母のうち、死亡退院患者数
退院患者数
3.5%（2019年度QIプロジェクト参加施設の平均値）
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